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この背景の元，本論文は WIO モデルおよび WIO-LP モデルを下水処理に適用することで，




するために W2IO モデルを選択可能な複数処理技術を含む LP(線形計画)モデルとして拡張





[1] Chapter I 
下水処理を対象とする LCA(ライフサイクル環境評価)の先行研究(工学分野からの研究を
含む)をレビューし，その上で本論文の位置づけが行われている．LCA では産業連関分析
(Hybrid IO model)の応用が進んでいるが，下水に関しては Duchin(1990)の概念的初歩的
研究のみであること，積み上げ法 LCA におけるシステム境界の恣意性から Hybrid IO 









ることはできない．そこで，固形廃棄物を対象とした WIO モデル(Nakamura-Kondo (2002)) 
に準拠した形で，東京都下水道局などから得た詳細な技術情報に基づいた 11 種類の処理







東京都産業連関表(2000 年 480 部門表)について実装し，詳細な技術情報に基づく操作可
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本章は Lin, Chen :Hybrid Input-output Analysis of Wastewater Treatment and 
Environmental Impacts: A Case Study for the Tokyo Metropolis. Ecological Economics 








[3] Chapter 3   

















今後の技術動向として，高温処理が COD-GWP frontier の原点方向への変位実現に有効で




























関分析モデル・表を開発したのは本研究が世界初である．これは Chapter 2 の内容が環
境評価分野における有力学術誌の一つである Ecological Economics (Impact Factor 
1.912, 2008) に刊行されたことからも裏付けられる． 
 







が，これは工学分野では既知の事実である(Hospido et al 2008)．そのことを産業連関
分析に基づいて再現することで，モデルの現実妥当性を検証している． 
 
予備審査においては，主な修正要求事項として，1) 3 章における双対性に関わる部分を削
除すること，2) データの設定(特に分配行列)を詳細にすること，3) 先行研究との関連を
一層明確にすること，4) LP 問題におけるリサイクル制約を明示的に説明すること，及び
5)表現・字句の修正をすること，が挙げられた．本論文は，これら修正要求の全てについ
て十二分な対応を行っている．特に，1)に関しては，本文においては課題に言及するの
みとし，新たに設けた付録 A において問題の定式化を行い，将来への布石を行っている．
又，検討が望ましいとされた異なる温室効果ガス排出係数(環境省ガイドラインに基づ
く) を用いた比較検討も行っている．その結果，本論文は全体として極めて完成度の高い
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物となっている．  
 
今後の課題としては，本論文中に挙げられた諸点の他にも，農業などからの多様な汚染源
の考慮，「流域」を考慮した空間的側面の考慮，などが求められるであろう．本論文で開発
された分析手法・知見を基礎とした今後の発展に期待したい． 
 
 
以上 
